
参加者受付 教育会館202号室

ガイダンス （ご案内図参照）

調布駅前へ移動

路面サインおよび音との組合せを評価

音の各パターンの評価および順位付け 実験エリア１

光だけの状態を評価

光と音（１位選出）の組合せを評価

検討実験概要

日時

参加者

内容

集合場所

その他

【当日スケジュール】

時間 内容 場所

14:00～14:30

14:30～14:45

14:45～15:00

15:00～17:00

17:00～17:30

17:30～18:00

： 11月15日（土） １４時～１８時

： 学識経験者 等

： エリア１（分岐路）を対象に、光と音とサインによる移動支援機器（使用機器図参照）

の個々の評価と組合せの評価、および今後の検討課題を抽出する。

音は３パターンを用意しその場で順位付けを行い、1位の音と光を組合せて評価を行う。

： 教育会館 ２０２号会議室 （ご案内図参照）

： 雨天決行

各機器の詳細評価、今後の検討課題についてのアンケートは後日ご提出をお願い致します



ご案内図

集合場所

（教育会館）

実験場所

調布駅



「光と音とサインのUD検証社会実験」

主催：光と音とサインのＵＤ研究会

協力：調布市、京王電鉄

【実施時期】

２００８年１０月１０日～２００９年９月30日

【実験場所】

京王線調布駅南口駅前広場

【実験内容】

エリア１：分岐路

・光と音とサインによる経路誘導・案内

エリア２：エレベーター地上出入口

・音によるEVへの誘導・案内

エリア３：公衆トイレ

音による公衆トイレへの誘導・案内

調布市社会実験 概要



歩行者誘導鋲（キクテック製）

歩道境界表示灯（パナソニック電工製）

スピーカ内蔵誘導ブロック
（ＴＯＡ製：試作）

調布駅方面

エリア１ 使用機器

調布市役所

文化会館たづくり

ネオキャップス（住友３Ｍ製）


